バリアフリー・ユニバーサルデザイン推進功労者表彰
の対象として想定される代表的事例
施設の整備・運用
・施設・建築物（医療施設、劇場・映画館、集会場・公会堂、展示場、店舗、宿泊施設、福祉施設、体育施設・遊技場、博物館・美術館・図書館、官公庁施設、学校、保育所等の児童福祉施設、集合住宅等）
・交通機関（駅等を含む。）・道路・公園
・まちづくり
　なお、国が直轄事業として整備したものは除く。また、バリアフリー法の対象となる施設・建築物、交通機関・道路・公園については、施設整備及び運営の住民参加プロセスや職員の応対、施設等の利用に関するわかりやすい情報提供等、ソフト面と一体となった総合的な取組を重視する。
製品の開発等
・創造的な用具・機器の開発、研究・規格の標準化
・ユニバーサルデザインの考え方に基づく誰もが使いやすいものづくり
　なお、他者の知的所有権を侵害しないものに限る。また、誰もが使いやすいものづくりについては、開発時及び改良のプロセスにおいて、多様なユーザーの参加が行われ、継続的に評価される仕組みがあることを重視する。
推進・普及のための活動、事業等
・高齢者や障害者等の自立と社会参加に寄与する活動、事業等（例えば、ガイドマップの作成、旅行・買物等の外出を介助するボランティア、移送サービスの提供、推進状況の点検、各種情報提供、児童生徒の意識向上活動等）
・「子育てバリアフリー」を推進する活動等利用者の自立と社会参加に寄与する活動、事業等
・情報の利用におけるバリアフリー・ユニバーサルデザインを推進する活動、事業等
　なお、２年以上の活動の実績があり、現在も活動を継続しているものに限る。
※代表的事例は、表彰の対象として想定されるものの例示であり、ここに掲げた事例以外のものであっても、審査の結果、表彰の対象となり得る。
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